
144
正会員数1,209名　賛助会員 35個人・66団体（８月末現在）

第 令和３年10月１日発行

P2	 令和３年度 安全就業標語入選発表
	 安全パトロールの実施
P3	 新任役員のご紹介
	 事業普及啓発促進月間
P4	 女性部会だより
	 センター活動状況

P5	 人あり・技あり・心あり
	 地域紹介　わが街通信
P6～7	 会員のひろば
P8～9	 就業会員を訪ねて
	 新入会員紹介
P10	 事務局だより

―― 内 容 紹 介 ――

号 （公社）山形市シルバー人材センター

ホームページでもご覧いただけます。 山形市シルバー人材センター

秋景山寺（広報部撮影）

会 報



令和３年度　安全就業標語入選作発表
安全就業標語入選作
　最優秀　「事故０」は　一人一人の　意識から！	 （南沼原地区　加藤　　裕）
　優　秀　事故防止　慣れた仕事も　油断せず	 （滝山１地区　安達　康裕）
　　　　　安全は　すべてに優先　あせらずに	 （第１地区　佐藤　幸夫）
　佳　作　無事故から　仲間も家族も　皆笑顔	 （西地区　大久保　健）
　　　　　慣れた作業に　見落とす危険　初心忘れず安全作業	 （西地区　樋口　健一）
　　　　　安全は　一つひとつの　積み重ね	 （東沢地区　板垣源太郎）
　　　　　慌てない　ゆとりの一息　身を守る	 （第６地区　伊東　義雄）
　　　　　ウィズコロナ　三密避けて　安全就業	 （第６地区　佐藤　　明）
　　　　　見逃すな！気のゆるみと慣れが　事故のもと	 （金井地区　山口　重雄）

　

安
全
就
業
推
進
委
員
会
で
は
、
平
成
二
十
八
年

度
よ
り
「
事
故
０
」
を
目
標
に
事
故
防
止
活
動
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
例
年
七
月
に
展
開
さ
れ

る
「
全
国
安
全
・
適
正
就
業
強
化
月
間
」
に
合
わ

せ
、
今
年
度
も
会
員
皆
さ
ん
の
安
全
意
識
高
揚
の

た
め
、
安
全
標
語
の
募
集
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
五
十
八
名
・
合
計
一
五
二
編
の
応

募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
応
募
い
た
だ
い
た
会

員
の
皆
さ
ま
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

厳
正
な
る
審
査
の
結
果
、
上
記
九
名
の
標
語
を
入

選
作
品
と
し
て
選
考
い
た
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
は
全
国
的
に
厳
し
い

も
の
が
あ
り
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
安
全
講
習

会
は
開
催
を
断
念
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

受
賞
者
の
皆
様
へ
表
彰
状
の
贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。

皆
様
へ
は
入
選
者
・
入
選
作
品
を
紙
面
に
て
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
上
記
入

選
作
品
九
編
に

次
点
の
作
品

十
六
編
を
追
加

し
た
計
二
十
五

編
を
、
山
形
県

シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
安
全

標
語
の
推
薦
作

品
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た

　

安
全
就
業
推
進
委
員
会
で
は
、
毎
年
七
月
に

「
安
全
・
適
正
就
業
強
化
月
間
」
の
活
動
と
し
て

「
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
夏

期
は
、
屋
外
作
業
を
中
心
に
熱
中
症
の
危
険
が
高

ま
る
こ
と
も
あ
り
、
除
草
や
草
刈
り
、
剪
定
な
ど

屋
外
作
業
の
九
か
所
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
ま
し
た
。

就
業
中
の
会
員
さ
ん
へ
、
安
全
保
護
具
の
着
用
徹

底
や
緊
急
連
絡
カ
ー
ド
の
携
帯
確
認
を
行
い
、
コ

ロ
ナ
禍
で
の
熱
中
症
予
防
に
つ
い
て
も
周
知
を
行

い
ま
し
た
。
パ
ト
ロ
ー
ル
の
結
果
、
就
業
会
員
の

皆
さ
ん
は
し
っ
か
り
と
安
全
対
策
を
講
じ
た
う
え

で
就
業
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ハ
チ
な
ど
に

よ
る
虫
刺
さ
れ
に
も
十
分
留
意
し
て
作
業
に
当

た
っ
て
い
ま
し
た
。

剪定班への安全パトロール剪定班への安全パトロール

受賞者の皆さん受賞者の皆さん
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今年度、シルバー会員より４名の役員が新たに選出されました。
今回は、その新任役員の皆様から、①抱負②就業内容③趣味についてお伺いしました。

新任役員のご紹介

①�シルバー会員の楽しみや生きが
い充実の為に、会員の一人として
一翼を担ってまいります。
②商品陳列業務
③�趣味は特にありませんが、日々健
康で楽しく、常に向上心を持って
暮らしたいと思っています。

理　事
平山　　尚

①�会員の方の生きがいの充実など
に少しでも力になれるように頑
張るつもりです。
②�駐車場管理業務
③�年々気力・体力が衰えてきてい
ることから、無理をせずストレス
解消とメタボ予防のため散歩を
しております。

理　事
髙橋　眞一

①�聞きなれない内容に戸惑う日々
ですが、理事としてのコンプライ
アンスの意味を深め、ご指導をい
ただきながら務めて参りたいと
思います。
②受付業務（温泉）
③�心身ともに健康であることを大
切にしています。

理　事
土田トク子

①�現役時代の職務等を思い出しな
がら、適正に法令順守に従い処理
されているか検証に努めたい。
②施設（駐車場）管理業務
③�体力健康維持の為、定期的に、近
くの公民館で数人と卓球及びゴ
ルフ等をしています。また、野菜
作りにも精を出しています。

監　事
安食　　仁

　

令
和
三
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
集

会
等
の
活
動
は
制
限
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
十
分
留
意
し
て
可
能
な
も
の
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
と
参
加
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一
　
事
業
実
施
期
間

　

十
月
一
日
（
金
）
か
ら

�

十
月
三
十
一
日
（
日
）

二
　
事
業
の
実
施
内
容

①�　

ポ
ス
タ
ー
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等

を
活
用
し
た
役
職
員
、
会
員
に
よ

る
普
及
活
動
及
び
加
入
の
働
き
か

け
の
実
施

　

�　

山
形
市
の
公
民
館
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
等
に
依
頼
、
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
配
置
し
て
入
会
の
勧

誘
や
仕
事
の
依
頼
を
周
知

②�　

会
員
と
市
民
が
交
流
す
る
シ
ル

バ
ー
フ
ェ
ア
等
の
開
催

　

�　

会
員
互
助
会
文
化
祭
に
て
作

品
・
活
動
パ
ネ
ル
等
展
示

　

十
月
二
十
八
日
（
木
）
～
三
十
日

（
土
）：
山
形
テ
ル
サ
一
階

③�　

役
職
員
、
会
員
に
よ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
等
の
社
会
奉
仕
活
動

の
実
施

　

�　

女
性
部
会
が
、
市
菅
笠
確
保
対

策
連
絡
会
の
、
花
笠
製
作
に
参
加

④�　

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
対
す
る
報
道

の
働
き
か
け

　

�　

普
及
啓
発
活
動
内
容
等
の
山
形

市
役
所
市
政
記
者
ク
ラ
ブ
へ
の
情

報
提
供

　

尚
、
次
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
中

止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◎�

会
員
に
よ
る
街
路
清
掃
活
動
他
、

地
区
研
修
会
場
等
の
清
掃
等
社
会

奉
仕
活
動
の
実
施

◎�

役
職
員
に

よ
る
街
頭

啓
発
活
動

（
イ
オ
ン

山
形
南

店
・
北
店

で
チ
ラ
シ

配
布
）

十
月
は
事
業
普
及
啓
発
促
進
月
間
で
す

―
コ
ロ
ナ
禍
社
会
、
負
け
ず
に
事
業
推
進
―

文化祭にて文化祭にて
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す
げ
笠
講
習
会

す
げ
笠
講
習
会

女
性
部
会
長　

塩
野
　
美
智
子

　

山
形
を
代
表
す
る
花
笠
ま
つ
り
の

笠
を
、
シ
ル
バ
ー
女
性
部
で
作
り
ま

せ
ん
か
と
案
内
状
で
呼
び
か
け
を
し

た
と
こ
ろ
、
二
十
二
名
の
応
募
者
が

あ
り
ま
し
た
。
笠
作
り
も
六
年
目
を

迎
え
、
後
継
者
育
成
の
た
め
、
一
人

で
も
多
く
の
方
に
覚
え
て
欲
し
い
と

の
思
い
で
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
手
先
の
器

用
な
方
が
多
く
頼
も
し
く
思
い
ま
し

た
が
、
初
め
て
の
笠
作
り
な
の
で
思

う
よ
う
に
作
れ
ず
苦
労
し
て
い
た
よ

う
で
し
た
。
猛
暑
の
中
、「
山
形
市

農
業
研
修
セ
ン
タ
ー
」
で
六
日
間
、

皆
さ
ん
が
和
や
か
に
楽
し
く
製
作
で

き
た
こ
と
が
何
よ
り
嬉
し
く
感
じ
ま

し
た
。
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
か
ら
は
、

「
自
分
の
作
っ
た
笠
で
踊
り
た
い
。両

指
が
痛
か
っ
た
が
完
成
し
た
ら
忘
れ

る
ほ
ど
う
れ
し
く
感
動
し
た
。
沢
山

の
陰
の
支
え
に
よ
り
祭
り
が
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
を
痛
感
し
た
。」
な
ど

の
感
想
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

来
年
も
作
り
た
い
と
意
欲
的
で
す
。

　

お
陰
様
で
、
八
月
五
日
の
祭
当
日
、

き
ら
や
か
ス
タ
ジ
ア
ム
に
て
山
形
市

長
他
二
名
の
皆
様
へ
花
笠
の
贈
呈
を

行
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
市
長
か

ら
は
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
女
性
部
会
員
が
一
丸
と
な
り
、

微
力
な
が
ら
今
後
と
も
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
充
分
な
配
慮
で
感
染

を
防
ぎ
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
、

関
係
者
皆
様
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

女
性
部
会
だ
よ
り

贈呈式贈呈式 講習会風景講習会風景

・�

盃
山
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
の
除
草
を

行
い
ま
し
た

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
馬
見
ヶ
崎
川

河
川
敷
に
あ
る
盃
山
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

場
の
除
草
作
業
を
受
託
し
て
お
り
、

一
定
期
間
未
就
業
の
会
員
の
方
か
ら

作
業
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今

年
度
は
小
雨
の
降
る
中
、
計
三
十
五

名
の
会
員
さ
ん
が
作
業
に
当
た
り
ま

し
た
。

・
衛
生
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

七
月
二
十
日
、
今
年
度
第
一
回
目

と
な
る
衛
生
委
員
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
今
年
度
の
事
故
状
況
や
健
康
診

断
・
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
実
施
に

つ
い
て
の
報
告
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
・
熱
中
症
へ
の
注
意
喚

起
を
行
い
ま
し
た
。

・�

市
長
・
市
議
会
議
長
へ
要
請
活
動

を
行
い
ま
し
た

　

全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事

業
協
会
の
総
会
決
議
に
よ
る
統
一
行

動
と
し
て
、
佐
藤
孝
弘
市
長
と
鈴
木

善
太
郎
山
形
市
議
会
議
長
へ
要
望
書

を
手
渡
し
ま
し
た
。
こ
の
度
の
要
望

書
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

対
す
る
補
助
金
の
確
保
や
、
公
共
事

業
の
発
注
な
ど
へ
の
配
慮
を
要
請
す

る
も
の
で
す
。
ま
た
、
消
費
税
の
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入
が
セ
ン
タ
ー
事

業
に
及
ぼ
す
影
響
の
大
き
さ
に
つ
い

て
も
説
明
し
、
安
定
的
な
事
業
運
営

が
可
能
な
措
置
に
つ
い
て
も
要
望
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
活
動
状
況

ゲートボール場除草ゲートボール場除草要請活動要請活動
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私
が
住
ん
で
い
る
双
月
地

区
に
は
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
や
コ
ン
ビ
ニ
が
無
く
、

ス
ー
パ
ー
貧
乏
と
言
う
人
が

お
り
ま
す
。

　

高
齢
者
の
一
人
及
び
二
人

住
ま
い
の
住
宅
が
多
く
な
り
、

買
い
物
に
出
掛
け
る
に
も
、

自
家
用
車
あ
る
い
は
福
祉
バ

ス
等
で
行
か
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。
一
部
に
は
、
移
動
販
売

車
が
来
て
い
ま
す
が
、
高
齢

者
に
は
、
と
て
も
辛
い
か
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

見
渡
せ
ば
、
自
然
に
囲
ま

れ
、
四
季
の
移
ろ
い
に
楽
し

ん
で
お
ら
れ
る
方
、
植
木
や

畑
で
、
自
分
な
り
の
時
を
過

ご
さ
れ
て
い
る
姿
を
見
る
と
、

の
ど
か
で
あ
り
、
美
し
い
所

有
り
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
生
き

甲
斐
を
感
じ
て
生
活
し
て
い

る
ん
だ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
ま

す
。

　

そ
の
他
、
空
き
家
に
な
っ

て
、
草
や
雑
木
が
生
い
茂
っ

て
、
害
に
な
る
生
き
物
た
ち

の
住
み
家
に
な
っ
て
い
る
所

も
有
り
、
種
々
と
問
題
を
抱

え
て
い
る
地
区
で
す
が
、
風

光
明
媚
な
所
で
、
楽
し
ん
で

過
ご
せ
る
良
き
所
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

荒
　
井
　
司
　
薫

地域紹介地域紹介 わが街通信
鈴
川
一
地
区

　
　
　
　
　
　
　
第
七
地
区奥

山
　
　
仁

　

東
京
二
○
二
○

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、

空
前
の
メ
ダ
ル
ラ
ッ
シ
ュ
に
沸
き
、

盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

サ
ッ
カ
ー
会
場
の
宮
城
ス
タ
ジ
ア
ム

で
、
大
会
運
営
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

参
加
さ
れ
た
、
奥
山
さ
ん
に
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

　

二
年
前
、「
退
職
後
、
人
の
た
め

に
役
立
つ
仕
事
を
し
た
い
」
と
の
思

い
か
ら
、
東
京
五
輪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
応
募
し
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
東
日

本
大
震
災
や
障
害
者
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
経
験
が
、
採
用
に
結
び
つ

い
た
よ
う
で
す
。

　

期
間
は
七
月
二
十
一
日
～
三
十
一

日
、
試
合
開
催
日
の
六
日
間
（
十
三

時
～
二
十
二
時
迄
の
九
時
間
勤
務
）。

　

仕
事
は
、
観
客
の
誘
導
（
障
害
者

を
駐
車
場
か
ら
場
内
客
席
へ
案
内
）、

入
場
チ
ケ
ッ
ト
も
ぎ
り
回
収
等
で
し

た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
い
う
世
界
レ

ベ
ル
の
イ
ベ
ン
ト
を
間
近
で
見
、
大

会
運
営
に
参
加
で
き
た
こ
と
は
、
人

生
に
お
い
て
大
き
な
宝
物
に
な
っ
た

と
の
こ
と
。

　

宮
城
会
場
は
、
有
観
客
で
開
催
。

観
客
数
は
少
な
か
っ
た
も
の
の
、
各

試
合
と
も
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し

た
。
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
チ
ー
ム
が
、

ロ
ッ
カ
ー
ル
ー
ム
に
残
し
た
「
有
観

客
の
舞
台
準
備
、
あ
り
が
と
う
」
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
観
客
や
大
会
関
係

者
に
感
動
を
与
え
ま
し
た
。

　

奥
山
さ
ん
の
更
な
る
ご
活
躍
を
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

�

（
取
材
・
広
報
部
）

五
輪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加

シ
ル
バ
ー
に

人
あ
り 

技
あ
り

 

心
あ
り

サッカー会場での奥山仁さんサッカー会場での奥山仁さん
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私
が
ア
ク
ア
リ
ウ
ム
を
初
め
て

知
っ
た
の
は
、
八
年
前
位
に
な
る
だ

ろ
う
か
。

　

き
っ
か
け
は
新
潟
の
Ａ
Ｄ
Ａ
の
創

始
者
、
天
野
尚
さ
ん
の
動
画
を
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
で
見
て
、
素
晴
ら
し
さ
に

圧
倒
さ
れ
、
水
槽
の
中
に
世
界
、
い

や
地
球
が
あ
る
様
で
、
生
物
の
不
思

議
に
魅
了
さ
れ
た
の
を
、
今
で
も

は
っ
き
り
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

さ
っ
そ
く
挑
戦
し
、
一
週
間
で
水

を
作
り
、
十
四
日
目
で
水
草
と
熱
帯

魚
、
定
番
の
グ
ッ
ピ
ー
と
ネ
オ
ン
テ

ト
ラ
を
そ
っ
と
「
生
き
て
く
れ
」
と

念
じ
、
放
し
ま
し
た
。
グ
ッ
ピ
ー
の

子
ど
も
が
生
ま
れ
た
時
は
、
感
動
し

て
長
い
時
間
水
槽
を
見
つ
め
て
お
り

ま
し
た
。

　

年
月
が
経
ち
ま
す
と
、
自
分
の
怠

け
癖
も
手
伝
っ
て
水
換
え
が
お
ろ
そ

か
に
な
り
ま
す
。
気
付
け
ば
百
匹
に

も
な
っ
て
困
り
果
て
ま
し
た
。
冗
談

で
す
が
、
家
族
の
何
ら
手
伝
い
、
口

出
し
し
な
い
と
い
う
協
力
の
お
陰
で
、

何
と
か
自
力
で
続
け
て
来
ら
れ
た
と

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

二
、三
年
前
に
膝
を
痛
め
て
仕
事

か
ら
離
れ
た
時
期
が
あ
り
ま
し
た
が
、

今
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
す

す
め
で
先
輩
方
に
お
世
話
に
な
り
な

が
ら
、
仕
事
を
頑
張
れ
て
お
り
ま
す
。

な
か
な
か
勉
強
不
足
で
迷
惑
ば
か
り

で
す
が
、
早
く
先
輩
方
に
近
づ
け
る

様
に
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

令
和
二
年
の
四
月
に
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
に
入
会
致
し
ま

し
た
。

　

五
月
か
ら
、
山
形
駅
東
口
交
通
セ

ン
タ
ー
で
駐
車
場
・
駐
輪
場
の
管
理

業
務
を
し
て
お
り
ま
す
。
業
務
内
容

は
、
駐
車
場
と
駐
輪
場
を
一
ヶ
月
間

交
互
に
管
理
す
る
仕
事
で
す
。
仕
事

内
容
は
、
駐
車
場
が
駐
車
回
数
券
・

定
期
券
の
販
売
と
駐
車
料
金
の
精
算

等
、
駐
輪
場
が
自
転
車
・
バ
イ
ク
の

一
回
券
・
定
期
券
等
の
手
続
処
理
と

駐
輪
料
金
の
精
算
等
で
す
。

　

ど
ち
ら
も
細
か
い
作
業
で
お
金
を

扱
う
仕
事
な
の
で
、
最
初
の
う
ち
は

手
が
思
う
様
に
動
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
ん
な
大
変
な
作
業
が
シ
ル
バ
ー
の

仕
事
か
と
思
い
ま
し
た
。

　

研
修
中
に
先
輩
か
ら
「
六
ヶ
月
す

る
と
覚
え
る
か
ら
」
と
言
わ
れ
ま
し

た
。
最
初
は
ど
う
い
う
事
か
分
か
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
駐
車
場
と
駐
輪

場
は
各
々
一
ヶ
月
を
三
回
、
計
六

回
・
六
ヶ
月
す
る
と
覚
え
る
か
ら
と

言
う
意
味
で
し
た
。
毎
日
が
勉
強
で

し
た
。
一
ヶ
月
で
覚
え
た
と
思
う
と
、

ま
た
仕
事
の
場
所
が
変
わ
り
、
忘
れ

て
し
ま
う
日
々
で
し
た
。

　

機
械
操
作
が
分
か
ら
な
く
て
苦
労

致
し
ま
し
た
。
幸
い
に
、
私
の
班
は

皆
さ
ん
厳
し
く
も
あ
り
、
丁
寧
に
教

え
て
い
た
だ
き
も
し
、
現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。

　

時
に
は
、
こ
ん
な
事
も
あ
り
ま
し

た
。
朝
、
駐
輪
場
出
入
口
で
交
通
整

理
を
し
て
自
転
車
の
生
徒
を
見
送
っ

て
い
る
と
、
高
校
生
か
ら
「
お
は
よ

う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
声
を
か
け
ら
れ

「
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。」
と
返
さ
れ
る
言
葉
は
嬉
し
く
、

こ
の
仕
事
を
や
っ
て
い
て
よ
か
っ
た

な
と
思
い
ま
す
。

滝
山
一
地
区

�

垂
石
　
有
二

水
の
中
の
世
界

鈴
川
三
地
区

�

佐
藤
　
正
三

今
の
仕
事
を
通
し
て
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シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お
世

話
に
な
り
二
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

六
十
歳
で
定
年
を
迎
え
た
後
、
山

形
駅
西
口
に
あ
る
事
業
所
に
嘱
託
と

し
て
三
年
間
お
世
話
に
な
り
、
そ
の

後
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
介

し
て
東
口
交
通
セ
ン
タ
ー
に
勤
め
て

現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

第
二
、
第
三
の
職
場
が
山
形
駅
の

西
口
、
東
口
と
山
形
の
玄
関
口
と
も

い
え
る
職
場
で
働
け
る
こ
と
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。

　

私
に
は
特
に
、
趣
味
と
言
え
る
も

の
が
あ
り
ま
せ
ん
。
現
役
の
時
は
、

退
職
後
に
や
り
た
い
事
を
い
ろ
い
ろ

思
い
描
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
未
だ

に
実
行
で
き
て
い
な
い
の
が
現
実
で

す
。
そ
ん
な
中
、
昨
年
の
春
頃
に

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
を
覘
い
た
時
、
い

つ
も
は
見
過
ご
し
て
し
ま
う
野
菜
の

苗
が
目
に
止
ま
り
ま
し
た
。
い
つ
し

か
、
キ
ュ
ー
リ
、
ピ
ー
マ
ン
、
ナ
ス
、

ミ
ニ
ト
マ
ト
、
ゴ
ー
ヤ
等
々
約
十
種

類
程
の
苗
を
初
め
て
次
々
と
購
入
し
、

育
て
て
い
ま
し
た
。
キ
ュ
ー
リ
と
ミ

ニ
ト
マ
ト
以
外
は
不
作
で
し
た
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
成
長
を
楽
し
む
事
が
出

来
ま
し
た
。
今
年
は
、
昨
年
以
上
の

収
穫
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
山
形
駅
前
に
早
く
以
前

の
活
気
が
戻
り
、
昼
夜
共
に
賑
わ
い

の
あ
る
街
に
な
る
こ
と
を
願
い
な
が

ら
、
東
口
交
通
セ
ン
タ
ー
の
日
々
の

業
務
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
達
が
育
て
た
ド
ン
グ
リ
の

植
栽
願
い
に
、
秋
田
の
東
北
森
林
管

理
署
を
何
人
か
で
訪
れ
た
事
が
あ
る
。

白
神
が
世
界
遺
産
に
決
ま
っ
た
翌
年

で
、
担
当
の
課
長
と
補
佐
が
待
っ
て

い
て
く
れ
た
。
帰
り
際
に
、
質
問
し

た
。「
日
本
最
大
の
朝
日
飯
豊
両
連

峰
の
ブ
ナ
の
原
生
林
こ
そ
、
総
面
積

も
白
神
よ
り
二
倍
以
上
で
、
レ
ベ
ル

も
か
な
り
上
だ
と
思
う
の
で
す
が
。」

思
わ
ず
両
者
は
顔
を
笑
顔
で
見
合

わ
せ
、「
も
ち
ろ
ん
で
す
。
私
た
ち

が
一
番
よ
く
知
っ
て
い
ま
す
。
な

ぜ
、
そ
う
お
思
い
に
…
…
。」「
職
業

柄
、
何
十
年
と
両
連
峰
に
入
れ
ば
入

る
ほ
ど
に
凄
い
と
。」「
秋
田
の
後
に
、

当
然
山
形
さ
ん
中
心
に
新
潟
福
島
三

県
合
同
で
来
る
か
と
、
資
料
を
揃
え

待
っ
て
た
ん
で
す
が
。
貴
方
は
、
そ

の
件
を
山
形
で
初
め
て
口
に
さ
れ
た

方
で
す
。」
絶
句
し
た
。
隣
県
に
先

越
さ
れ
た
か
ら
で
は
な
い
。
私
も
含

め
、
山
形
県
の
郷
土
の
認
識
度
の
無

知
ぶ
り
に
だ
。
無
知
か
ら
白
神
以
上

の
郷
土
が
浮
上
す
る
よ
う
に
、
衝
撃

と
真
実
は
常
に
表
裏
一
体
で
、
不
思

議
な
運
命
性
を
秘
め
る
。

　

晩
年
熟
成
の
想
い
も
同
じ
だ
。
経

験
と
追
憶
の
楽
し
み
の
晩
年
も
い
い
。

た
だ
、
終
生
で
も
人
間
の
脳
は
一
割

程
度
の
利
活
用
の
学
説
が
本
当
な
ら

ば
、
無
知
と
絶
句
は
無
限
の
の
り
し

ろ
の
一
点
で
あ
っ
て
も
、
私
に
は
と

て
も
尊
い
。
い
つ
も
新
鮮
な
心
と
、

と
き
め
き
を
忘
れ
ぬ
自
分
で
あ
り
た

い
。

第
二
地
区

�

居
鶴
弥
太
郎

と
き
め
き
は
若
さ

千
歳
地
区

�

齋
藤
　
典
昭

日
々
思
う
事
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就業会員を訪ねて就業会員を訪ねて

り
ま
し
た
。

　

シ
ル
バ
ー
会
員
の
皆
様
や
野
草
園

関
係
者
の
努
力
の
甲
斐
あ
っ
て
、
蔵

王
で
マ
ー
キ
ン
グ
さ
れ
た
渡
り
を
す

る
蝶
「
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
」
が
、
令
和

二
年
十
月
に
、
二
千
三
百
㎞
近
く
離

れ
た
台
湾
で
再
捕
獲
さ
れ
た
ニ
ュ
ー

ス
は
皆
、
拍
手
喝
采
だ
っ
た
と
の
こ

と
で
す
。
快
適
な
環
境
は
、
全
て
の

動
植
物
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
の

で
す
ね
。

　

十
月
か
ら
は
、
通
常
の
管
理
業
務

に
加
え
て
「
雪
囲
い
の
作
業
」
が
始

ま
る
そ
う
で
す
。
く
れ
ぐ
れ
も
安
全

に
ご
留
意
い
た
だ
き
、
快
適
で
美
し

い
野
草
園
の
維
持
管
理
の
た
め
、

益
々
お
力
添
え
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

　

皆
さ
ん
も
素
敵
な
山
形
市
野
草
園

に
足
を
運
ん
で
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
。

�

（
取
材
・
広
報
部
）

　

オ
ミ
ナ
エ
シ
や
ヒ

オ
ウ
ギ
の
咲
く
八
月

中
旬
、
山
形
市
野
草

園
を
訪
問
し
ま
し
た
。

こ
こ
に
は
、
シ
ル

バ
ー
の
仲
間
が
常
時

二
～
三
名
の
シ
フ
ト

制
で
勤
務
し
て
お
り
、

こ
の
日
も
三
十
度
を

超
え
る
暑
さ
の
中
、

全
身
汗
だ
く
で
除
草
作
業
に
精
を
出

し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
野
草
園
の
様
々
な
事

業
等
が
中
止
に
な
っ
た
も
の
の
、
三

密
を
回
避
し
や
す
い
野
外
施
設
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
来
園
者
は
む
し
ろ

多
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

本木康晴・神保源太郎
高橋正太郎

山形市野草園植物等管理業務

　

来
場
者
の
方
に
快
適
に
、
美
し
い

草
花
や
樹
木
や
昆
虫
な
ど
を
ご
覧
い

た
だ
く
た
め
に
、
天
候
の
善
し
悪
し

に
か
か
わ
ら
ず
毎
日
業
務
に
当
た
っ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

三
月
か
ら
雪
囲
い
外
し
、
木
道
の

整
備
、
除
草
、
古
木
や
枝
折
れ
の
樹

木
や
外
来
帰
化
植
物
の
処
理
、
保
護

植
物
の
植
栽
、
水
や
り
な
ど
が
業
務

内
容
で
す
。
毎
日
朝
夕
に
は
園
全
体

の
巡
回
を
行
い
、
貴
重
な
植
物
や
樹

木
の
特
徴
を
把
握
し
た
処
置
を
し
て
、

生
育
環
境
を
整
え
て
く
だ
さ
っ
て
い

ま
す
。

　

今
年
は
、
雨
合
羽
を
着
て
の
作
業

が
多
く
ご
苦
労
も
ひ
と
し
お
の
様
子

で
し
た
。
熱
中
症
予
防
、
救
急
蘇
生

法
や
刈
払
講
習
等
を
通
し
た
研
修
に

加
え
、
経
験
者
や
仲
間
同
士
で
の
打

ち
合
わ
せ
や
学
び
合
い
に
よ
り
事
故

防
止
に
努
め
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

特
に
感
心
し
た
の
は
、
樹
木
植
栽

に
関
わ
る
様
々
な
技
能
を
、
剪
定
の

方
法
、
な
わ
の
結
び
方
一
つ
か
ら
互

い
に
教
え
合
っ
て
業
務
に
当
た
っ
て

お
ら
れ
る
姿
で
す
。
和
気
あ
い
あ
い

と
し
て
相
互
扶
助
の
暖
か
さ
と
プ
ロ

と
し
て
の
意
識
の
高
さ
に
満
ち
て
お

アサギマダラと藤桍アサギマダラと藤桍 本木さん、高橋さん、神保さん本木さん、高橋さん、神保さん
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就業会員を訪ねて就業会員を訪ねて　

山
形
市
桧
町
の
当

施
設
は
、
協
会
け
ん

ぽ
に
よ
る
助
成
制
度
、

労
働
安
全
衛
生
法
に

よ
る
健
康
診
断
と
人

間
ド
ッ
ク
を
行
っ
て

い
ま
す
。
最
新
の
設

備
を
備
え
た
二
階
建

て
の
近
代
的
な
施
設

で
、
今
年
の
六
月
か

ら
新
た
に
就
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

清
掃
業
務
に
従
事
す
る
会
員
は
、

山
口
喜
苗
さ
ん
他
男
性
三
人
、
女
性

八
人
を
二
班
編
成
（
男
性
二
人
女
性

四
人
を
一
班
）
に
し
て
週
三
日
の
就

業
で
す
。
就
業
時
間
は
、
午
後
三
時

三
十
分
か
ら
午
後
五
時
三
十
分
ま
で

新
入
会
員
紹
介

第

一

地

区�

井
出　

邦
子

�

荒
井　
　

公

第

二

地

区�

豊
田　

孝
子

�

山
口　

昭
義

�

京
野　

一
枝

�

若
林　

靜
男

第

五

地

区�

鹿
野　

裕
司

第

六

地

区�

伊
藤　
　

正

第

七

地

区�

中
里　

研
二

第

八

地

区�

清
藤
美
代
子

第

九

地

区�

永
野　

順
子

鈴
川
一
地
区�

大
場　

節
子

鈴
川
二
地
区�

安
藤　

利
明

�

尾
関　
　

實

鈴
川
三
地
区�

川
合　

研
治

�

布
施　

恵
子

千

歳

地

区�

伊
澤　

正
勝

飯
塚
・
椹
沢
地
区�

林　
　

保
信

東

沢

地

区�

鈴
木　
　

公

�

阿
部
登
美
子

�

成
澤　

忠
義

出
羽
・
明
治
地
区�

細
谷　

幸
雄

�

小
林　

清
子

金

井

地

区�

井
上　

久
司

蔵

王

地

区�

庄
司　

郁
子

�

湯
口　

宗
則

�

笹
原　

吉
広

南
山
形
・
本
沢
地
区�

石
川　

輝
子

�

齋
藤　

京
子

�

竹
田　

妙
子

�

佐
藤
ふ
み
子

南
沼
原
地
区�

渡
邉　

恭
孝

�

山
根　

敏
明

�

丹
治　

紀
芳

西

部

地

区�

新
関
幸
四
郎

�

大
沼
真
喜
子

山口　喜苗
一般社団法人日本健康管理協会

山形健康管理センター

の
二
時
間
で
終
了
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

業
務
内
容
は
、
床
清
掃
、
ご
み
回

収
、
ト
イ
レ
清
掃
、
お
客
様
用
ロ
ッ

カ
ー
清
掃
、
消
耗
品
補
充
な
ど
で
す
。

床
面
積
が
広
く
、
検
診
用
ル
ー
ム
が

多
く
複
雑
な
た
め
、
女
性
用
検
診

ル
ー
ム
は
女
性
会
員
が
担
当
し
て

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
基
準
に
、
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
で
要
領
よ
く
作
業
し
な
い

と
時
間
内
に
終
了
で
き
な
い
の
で
気

を
付
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ト
イ
レ
の
使
用
頻
度
が
多

い
の
で
清
掃
が
特
に
大
変
で
す
が
、

利
用
者
が
気
持
ち
よ
く
受
診
で
き
る

よ
う
に
、
事
務
所
か
ら
の
指
示
を

守
っ
て
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
た
め
、
就
業
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

も
苦
労
し
ま
し
た
が
、
全
員
終
了
し

て
安
堵
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

�

（
取
材
・
広
報
部
）
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あ と が き
　

異
例
に
迷
走
し
た
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
大
会
も
閉
幕
し
て
、
ア
ス

リ
ー
ト
達
の
熱
戦
と
競
技
終

了
時
に
は
、
勝
敗
に
関
係
な

く
お
互
い
の
健
闘
を
称
え
あ

う
姿
は
、
私
達
に
希
望
と
勇

気
と
多
く
の
感
動
を
与
え
て

く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
さ
れ
た
会
員

の
奥
山　

仁
（
第
七
地
区
）

さ
ん
を
取
材
し
、
応
募
の
動

機
や
感
想
を
人
・
技
・
心
の

コ
ー
ナ
ー
で
特
集
記
事
に
し

ま
し
た
。
数
多
く
の
体
験
を

さ
れ
、
今
後
の
益
々
の
活
躍

を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

十
月
は
普
及
啓
発
促
進
月

間
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
て
多

く
の
活
動
は
自
粛
中
で
す
が
、

一
：
一
（
イ
チ
イ
チ
）
運
動

は
継
続
中
で
す
。
会
員
募
集

に
ご
協
力
を
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
二
年
ぶ
り
に
開
催
と
し

て
文
化
祭
も
企
画
し
て
お
り
、

出
展
者
会
員
の
力
作
を
是
非

ご
覧
く
だ
さ
い
。（
Ｓ
・
Ｈ
）

お
知
ら
せ
と

�

お
願
い

　
地
域
の
総
合
健
診
は

�

必
ず
受
け
よ
う
！

　

健
康
で
な
け
れ
ば
良
い
仕
事
は

で
き
ま
せ
ん
。各
地
区
の
総
合
健
診

を
受
診
し
て
、健
康
管
理
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

セ
ン
タ
ー
緊
急
連
絡
先

〇
九
〇
―
六
二
五
五
―
五
三
〇
二

　

土
日
・
祝
日
に
事
故
等
が
発
生

し
た
場
合
の
緊
急
連
絡
先
で
す
。

　

ま
た
、
会
員
証
と
一
緒
に
お
渡

し
す
る
緊
急
連
絡
カ
ー
ド
は
、
就

業
の
際
必
ず
携
帯
す
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

■
配
分
金
支
払
日

　

十
月
二
十
日（
水
）

　

十
一
月
十
九
日（
金
）

　

十
二
月
二
十
日（
月
）

■
入
会
説
明
会（
午
後
一
時
三
十
分
）

　

会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
も
入
会
の
勧

誘
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

十
月
一
日（
金
）五
日（
火
）

　
　
　

十
二
日（
火
）

　

十
一
月
二
日（
火
）十
六
日（
火
）

　
　
　

二
十
二
日（
月
）

　

十
二
月
二
日（
木
）九
日（
木
）

　
　
　

十
六
日（
木
）

■
就
業
相
談
日（
午
後
一
時
三
十
分
）

　
（
就
業
に
関
し
て
の
相
談
で
す
）

　

十
月
十
三
日（
水
）

　

十
一
月
十
日（
水
）

　

十
二
月
八
日（
水
）

配
分
金
振
込
を
山
形
銀
行
へ

�

指
定
し
て
い
る
会
員
の
皆
様
へ

―
十
月
か
ら
振
込
時
の
摘
要

�

記
載
が
変
更
に
な
り
ま
す
―

　

シ
ス
テ
ム
の
変
更
に
伴
い
、
配

分
金
振
込
時
の
通
帳
へ
の
摘
要
記

載
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

　

令
和
三
年
九
月
振
込
（
八
月
就

業
分
）
ま
で

「
ヤ
マ
ガ
タ
シ
シ
ル
バ
ー
ジ
ン
サ
」

　

令
和
三
年
十
月
振
込
（
九
月
就

業
分
）
か
ら

「
キ
ユ
ウ
ヨ
」

　

文
言
は
変
更
さ
れ
て
も
、
お
支

払
い
す
る
配
分
金
の
内
容(

税
務

上
は
雑
所
得)

に
変
更
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

通
帳
記
帳
の
際
は
、
右
記
の
内

容
へ
変
更
に
な
る
こ
と
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、き
ら
や
か
銀
行
・
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
へ
の
振
込
に
つ
い
て
は
、

摘
要
記
載
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
訃
　
報

　

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す

鈴
川
三
地
区

　

安
田　

林
作
さ
ん（
七
十
三
歳
）

第
八
地
区

　

丸
山
美
枝
子
さ
ん（
六
十
三
歳
）

　
※�

就
業
相
談
の
受
付
は
午
後
一

時
十
五
分
か
ら
で
す
。

　
　�

予
約
等
は
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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